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化学物質・抗生物質

• 化学物質は殺菌効果が高いが、環境や人体に悪影響を及ぼす

• 抗生物質は安くて殺菌効果が高いが、薬剤耐性化の問題がある

天然成分

• 天然由来の抗菌成分は、効きが悪く不安定である

• 天然物質は、配合・添加量を確保するにはコストがかかる

従来の抗菌物質の問題点
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魚の粘液に含まれる抗菌タンパク質
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魚の粘液に含まれる抗菌タンパク質
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• 粘液を加熱すると抗菌活性が消
失するため、タンパク質が抗菌
物質であると予想

• 粘液から抗菌タンパク質を単離

• アミノ酸配列解析・遺伝子解析
を実施完全長遺伝子配列を決定
  1566塩基対・522残基

• データベース解析の結果、L-
amino acid oxidaseと類似構造

• ヌマガレイの学名からpsLAAO1
と命名

これまでの研究
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• 様々な病原性微生物に対して強い抗菌作用を示す

魚の粘液に含まれる抗菌タンパク質
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最小発育阻止濃度（MIC） 単位：μg/mL
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抗菌メカニズム
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大腸菌 + 対照 大腸菌 + psLAAO1 大腸菌 + psLAAO1

X 5,000 X 5,000 X 25,000

黄色ブドウ球菌 + 対照 黄色ブドウ球菌 + psLAAO1 黄色ブドウ球菌 + psLAAO1

X 40,000 X 100,000X 40,000

走査型電子顕微鏡像
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正常皮膚三次元組織モデル チャイニーズハムスター卵巣細胞

細胞毒性試験（動物実験の代替手法）
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合成方法（従来技術）
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• カルスを液体中で破砕するだけで、抗菌タンパク質が取れる

• バクテリアを使った方法の1/100のコストで合成が可能

• イネカルスで合成する方法で特許申請（特願2024-218818）

合成方法（新技術）
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新技術の特徴・従来技術の比較

• 魚の粘液由来天然抗菌成分を植物で大量生産が可能

• 酵母1Lと同等の合成収量で1/100のコスト低減が可能

• 巨大プラントが必要なく製造ラインのスモール化が可能

• 気候変動に影響がなく安定供給が可能

• 乱獲による生態系破壊がない
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想定される用途（アイディエーション）

原理 技術・機能 活用分野 活用領域 現ソリューション
（なぜ）

psLAAO1なら？対象課題

psLAAO1

細菌膜に孔
を作る

過酸化水素
を産生する

アミノ酸を
ケト酸に代
謝する

細菌膜に結
合する

アンモニア
を産生する

抗菌活性

成長促進
活性

代謝物利用

医療
（ヒト）

化粧品

農業
（植物）

家畜飼料

医療
（動物）

衛生

食品

対MRSA

対アクネ菌

対黄色ブドウ球菌

有機農法

対VRSA

ペット感染症

家畜感染症

抗菌・防カビ

有機飼料

空気清浄

水質改善

多剤耐性

ニキビ

アトピー・皮膚炎

アンモニア態
供給（樹木等）

アミノ酸の供給

発芽発根活性

スーパー耐性

集団感染症

ストレプトコッカスミ
ュータンス

カンジダ
アルビカンス

虫歯

膣・口腔・皮膚炎
おむつかぶれ

抗ニキビ薬

抗菌剤・ステロイド

リネゾリド等

バンコマイシン系

塩素・化学系

過酸化水素

硫酸アンモニウム

アミノ酸バランス
改善剤

抗真菌薬

フッ素

抗生物質並

分解される

抗生物質の代
替使用が可能

活性化

抗生物質の使
用を低減

環境に優しい

安定供給・持続
可能

抗菌を兼ねる

ヒトに優しい

耐性化のリス
クを低減

物質
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想定される製品 ： 抗生物質の代替使用

• 化粧品（医薬部外品）：ローション・化粧水・乳液・パック・パッチ

• 医薬品：外用剤・パッチ

• ペット用品：外用剤・パッチ 家畜飼料：給餌配合

• 介護用資材：褥瘡・汗ふき・カテーテル洗浄

• アンモニア肥料・バイオ燃料（過酸化水素）
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実用化に向けた課題

• タンパク質合成について次世代種子（トランスジェニック第2世代）から
回収が可能なところまで確認済みであり、企業ニーズに応じたサンプ
ル試験の実施が必要。

• 大量生産に向けた量産化方法の検討を行い、更なる低コスト化を目指
す。
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企業への期待

• 新規の抗菌成分を探索している企業との共同研究を希望。

• 植物工場や製品化の技術を持つ企業との共同研究を希望。

• アグリ分野への応用として、農薬事業等を実施している企業との共同研
究を希望
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企業への貢献、PRポイント

• 本技術を使って製造する抗菌タンパク質は、抗生物質の代替が可能な
ため、安価に量産することでより抗生物質の使用量削減に貢献できる。

• 本技術の導入にあたり必要な安全性実験を行うことで科学的な裏付け
が可能。

• 本格導入にあたっての植物栽培の技術指導等が可能
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本技術に関する知的財産権

• 発明の名称 ：ヌマガレイL-アミノ酸オキシダーゼを発現する形質
転換植物

• 出願番号 ：特願2024-218818

• 出願人 ：国立大学法人弘前大学

• 発明者 ：葛西宏介
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産学連携の経歴

• 2013年-2014年  JST A-STEP事業探索タイプに採択

• 2019年-2020年 JST A-STEP事業機能検証フェーズに採択

• 2019年-2020年   化粧品関連企業と共同研究実施

• 2020年-2021年 JST A-STEP事業トライアウトタイプに採択

• 2021年-   化粧品・食品原料企業と共同研究実施

• 2024年-2025年  JST START事業 みちのくアカデミア発スタート

アップ共創プラットフォームGapファンド獲得
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お問い合わせ先

国立大学法人弘前大学

研究・イノベーション推進機構

産学官連携相談窓口

ＴＥＬ： 0172-39-3176

ＦＡＸ： 0172-39-3921

e-mail： ura＠hirosaki-u.ac.jp


	魚の抗菌タンパク質を合成するための種子および合成方法
	従来の抗菌物質の問題点
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	新技術の特徴・従来技術の比較
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	本技術に関する知的財産権
	産学連携の経歴
	お問い合わせ先

